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I試験担当者

裝営部佳営第2科測定研究室 天野正轉

粟屋仁志

1I就験目的

伐区分敬,母樹保殃,択伐,渐仪あるいは大遂木生塗といったように薦莱体系が複雑多岐に 

わたり,かつ萩林の多目的機能に配慮しながら地域施某針画を編成しなければならない現在» 

叶画樹立に必要な博報管理業務は増加の一途をたどっている。このため国有林においては,す 

で忙森林資源ほ関する基本的な册報源の一つである森林調査蹿を電子削尊機によって作成し, 

かつその淸報を磁気テープ上に格納している。この作業は過去1〇余年Kわたって行われてい 

るにもかかわらず,世子計算機利用サービスがオフライン形式のま史であるため,データ処理 

を依頼してから結果を受け取るまでのターンアラウンド時間が長過ぎ,緊急のデータ検素業捞 

や地域施業計画貌成時に必耍が生じる都度データをチェ"クすることは不可能であり,本来の 

意味て・のデータペース機能は果していない。

ここでほ最近パーソナル・コンピュータと呼ばれている低価格の慣子計算機システムを用い 

て,地域施業計画のためのデータベース管理システムを設針し,前秘・営林同月夜野串業区を対 

象に魚林資源に関するデータベースの生成から利用までのテストを行い,ほぼ実用化できる見 

通しカ:ついたので報告する。なおデータベース作成に必要な惜報の殆んどは前橋営林局計画謀 

から提供して頂いたことを厚く感謝します。

11I試験の経過と得られた成果

L林業摘報デ —タペース化のねらい

⑴林業における腊報の重要性

林業では造林してから伐採するまでに長期間を要するため,その間の木材需要の動向,世

界市場からみた国産材の地位の変動といった外部因子だけでなく,生長過程における天候, 

病虫害忙よる被害や森林施業を通した人問の森林への干渉,土壌型と樹種との関連といった 

ように,林木の生長はそれを取り卷く環境因子から耗々の影響を受ける。そして土壊改良, 

農薬散布,敞水やビニールハウスといった集約的な施業はよりある程度は環境因子のコント 

ロールが可能な農業とは異なり,林業はこうした環境因子のインバクトに対し全く受動的で
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図ー】 ソフトウェアとしての森林計画•森林调査

(2)地域施業計画編成に必要なデータ

地域施楽計画に必要なデータの清報源としては,森林調査簿,森林基本図,収陞予想表の

3つが主なものとしてあげられる。森林胴査簿に関連したデータとしては御册上に記載され 

ている小班を森林の取り扱い方法,樹種,地位等が冋じものにグルーブ化し,グルーブごと 

に面跳 蓄積,生長最を集計することによって,地域施業計画の基本的な部分である保続幻 

算のための計算単位ダルーブを作成し,このグループの現況を把握すること§てよって計画区 

の資源状況を推定することができる。収穫予想表は将来における蓄積の推定や間伐時期,主 

伐時期の決定に用いられる。また収複予想表は森林調査溥の自動更新にも重要な役割を果し 

ている。通常の予想表は樹種別,地位別に作られているが,保続計算に用いるときは祓数の 

予想表から各計算単位グループ忙適した収穫表を合成するc森林基本原図は計画区tておける

図ー 2 データベースの観愛

樹種・林令等による林分の分布状態を把拥したり,伐踩可能小斑の抽出,伐区の設定及び林 

道との位僱関係を考慮した搬出系路の選択といったことに用いる。地域施業計画とこれらの 

森林資源楕報との関係を図ー 2網示す。ここで第1次データペースとほ各種の情報がそれを 

利用するシステムから全く独立して存在している状態のデータベースを意味している。一般 

にデータベースとして蓄積される情報は,営林局,林野庁といった’組簌を横断的にカバーし 

ていくので,将来いかなる部Pうでどのような利用目的が生じようとも隋報提供サーピスが可 

能なように,新たなデータ項目の追加,あるいは不用となった項目の削除ができ,またデー 

タベース管理システムが実行される電子計算機の機種変更に対応できる柔軟性を保持する立 

場から,できるだけシンブルな形でのデータ登録が望ましい。一方,第2次データベースは 

情報利用者ができるだけ使用し易い形に加工したものが啓ましいといえる。表ー】に第1次 

データベースの森林調査簿を,表ー 2に地城施業計画の保続計算に使用するための集計後の 

針算単位グルーブの現況表を示す。表-1は小班のデータであり•表ー 2は地種細分,施業 

団,樹種によって共通なものを拾い集め,その集計値から収穫予想表を用いて主,副林木, 

補正係数を計算したものである。これが第2次データベースとして地域施業計画絹成に用い 

られる。
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⑶荻林資源情讃の特故

荻林資源情報の特微は森林調査博に代・される樹區 林齢,混交歩合,材積のような小現 

の抵性済扱と,森林单本原は工代表される小班の位置側係を示す地理清報という全く異なる 

2つのタイブのデータが存住することであるーまた,費源情報は全て小斑を単位として構成 

されるが,この単位はデータの更新玮に修正,更新,分割,追加,削除といった処理を受け, 

•必ずしん固定的ではない。このためデータペースの単位が固定されていることを前提として 

いる既成の汎用データベースよ丽にはなじみ難い性格て•あることから,森林資源構眼の管理 

に専用のプログラムを作成した方が,林業におけるデータベース利用渚には好ましいといえ 

る。一方データ量としては试験の対象とした前橋営林陌の場合,】営林署・あたりI 6 51〜 

7 0 3 7小班,平均で$ 4 7 6小斑あり,各小斑は林招の?S雑さに応じて10 〇〜2 0 0程 

度のデータ項目を有することから,森林謂査等の情報ftiifig大なものとなる。また基本原図 

の枚数も1営林署あたり2 9 - 2 0 3枚,平均で7 2枚である。しかし,担当区-営林署一 

営林同一林野庁と上部組繼へ行ぐ程,データの利用形態はより染肝,加工されたものに限定 

されていくので,文献険索データのように大金のデータを一つのシステム内で集中的に管理 

する必戏はない。このことから森林資源淸報には地域分散型のローカルネ,トワークによる 

データベース管理システム,つまり詳細な基礎データは末端のシステムで保持し,より高度 

な集約,加工されたデータのみを上部組織が保持し,両者の間は•通常の電話回飯(以徒では 

公衆回線と認称する)によってテータの転送が隴保されているシステムが適している。

2.ハードウェアシステム忙ついての提案

前述のように森林資源椚報システムにはローカルネットワーク.•ンステムが適していること, 

さらに将来はオフィス・オートメーション化が進み営林署単位で廉価版の !K子針算機が導入さ 

れることが十分予測できるので,ここ数年の技術進歩の著しいパーソナル・コンピュータを基 

本とした•ンステム没計を行った〇パーソナル・コンピュータの大量生産,それに伴うオフィス・ 

オートメーションの普及により周辺機器もほぼ出揃い,このクラスの計算機の主ブdグラミン 

グm語であるbasicもマイクロソフト社製のものに規格化されてきた現在,パーソナル・ 

コンピュータを導入しようとするユーザーにとってシステム構成を決定するのはそれ程困難で 

はなくなっている〇ここで提案するシステムは⑴森林調査簿を中心とした小班の属性情報と森 

林基本原図から得られる地理清報という2つの形態の靖報を取り扱うことができること,何澄 

林野,営林局,林野庁といった組織間で公衆回線を利用したネ"トワークによるデータ転送が 

可能なこと,(II輝子計算機との会話形式により利用者が直接データベースから必装な清報を取 

り出せること,〇舟価格は150万円前後,という4つの条件下で構成されている。構成図及び 

各単体の機能,価格は,図ー 3,表ー3に示す。但し幾つかの装置については設目十通りの能力
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装 名価

演算処 理装催 2 2 a 〇 〇 〇
(コンピュ・ ータ本体) 2 2a 〇〇 〇

ユフ ロッ=ピーデッ ィスクト 4 42 〇〇 〇

プ りン 夕 9 6 5〇 〇

タ ブレ ッ 卜 3 5 Q 〇〇 〇

ブ Uク タ — 2 〇 Q 〇〇 〇

音響カ プラ — 4 a 8〇 〇

ディス ブレイ 5 a 8 〇 〇

含 計 1,4 2 5,1〇 〇

性 能
メモすー18 4 Rハイド 
グラフィック表字能力 6 4 0 X 4 0 0ドット 
R S — 2 8 2 C インターフェイス 
使用条件 温度 〇〜3 5C 湿度 2 〇〜8 0% 
電源 AC 1 〇 〇 V±1 〇/ 

F己憶容最2Mパイト

DMA転送方式 
8インチフ口ワ ピーディスク使用 
印字速度 5 〇字/秒 
印字用紙1〇インチ 
グラフィック印字可能 
デジタイズエリア 27 9血X 27 9砌
分解能 Q2 5砌
データレート 10 0座標/秒

インタフェース R S 2 3 2C
作図領域 381版X 2 5 4版
作図速度 4 〇 秒
ファイパーベン・ポールベン両用 
通信方式：全二垂,半二重 
動作モード：CALLZANSWER切替 
通信速度：300ピット/秒 
出 力：モノクロ
分解能:640X400

を有する装置の使用が刪定研究室では不可能であったので,他の類似品を使ってテストを行っ

J例えば演算処理装僦については当研究室で保有しているのほ型式の古いむのであったため・

2台の徵算処理装催を並列的に動かすことKよって殴計システムとほぼ同専の機能を与え,ブ

ロワターもそれに肢当するものか当研究室にないため,ハードコピーでこれを代用した〇

作薬の流れとしては,地理情報についてはタブレットから笛気的;！： 2次元座療として読み取 

られた森林基本原図の位aa淸讓がフ口,ピーディスク上に貯えられた後,必要な部分がプOッ 

夕,あるいはディスプレイ上に出力される。風性淸報としての森林麗を簿の情報はキーボード

から入力したものがフn ,ピーディスクに貯えられ,必要な部分力:ブリンタ,またはディスブ 

レイ上に出力される。また音・カブラーに咒話の受話器を七,卜することにより,公衆回粮を 

利用して他のシステムとデーグの交換を行う。

aデーブベースの構造についての提案

ファイルの構成

図一4 ファイルの構成

可变長レコートで構成される地理精報ファイルと,固定長 

からなる属性ファイルは,お互いのアドレスを保持し,か 

つ索引ファイルにより管理される。

セスを開始する。

⑴属性栖報ファイル

諜林資源捕報は属性情報と 

地理情報という2つの異なる 

タイブの清報から構成されて 

いるため,単独のファイルで 

両者を管理するのは困雑であ 

る。そこで図ー 4のようなフ 

アイル構成をとって情報を管 

理する。このデータ構造では 

属性清報と地理清報を別々の 

ファイルに確保し,両者をコ 

ントロ ールするファイルとし 

て索引ファイルを設ば,デー 

タ利用者からの問い合せは一 

旦このファイルに集められ, 

そこで必要なデータが风性情 

報ファイル及び地理情報フ7 

イルのどこの番地に格納され 

ているかを調べた後,システ 

ムは各情［報ファイルへの7ク
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项目 名備考項 目 名 備 考 項 目 名 備考

林班 名 面 積合 計 現 在 樹 種

小班 名 現在樹顼名 星 大 点生 木・ 被害木 最

僕能コー ド 地 等 級 5樹極 混 交 歩 含
大 
5 

樹地種区 分 将来樹秘名 最 大 面 弑 歩 合

地種細分 位 君 級 5樹秘 材 績 種

施業 団 歩合 % 生 長 撤

伐採方 法 現 在地 利 胸 高 直 径

主間伐 別 将 来地 利 樹 高

林地面 積 方 位 材 積 / h a

除地=一 ド 傾 斜 調査法・地以•土壊

これらの椅報は数値,文字の別なく全てASCI I文字(盈子計算機用i治であり,殆んど 

の機!$で統み取り可能な数値,文字コード)に罐き換えられ,全ての小班は2 5 6バイトに 

圧縮された形でフロッピーディスク上に記惱される。データの記憶容吊：は8インチ標準フ口

ピーディスク1枚あたり16 〇 〇小班である。これは前橋営林局の場合約3担当区分VC相 

当する。

(2)地理情報ファイル

地理情報の取り扱い方法としてはメ ・ソシュとポリゴンの2方式がある。メッシュ方式では

出力した結果の視覚的認識が容易であり電子計算機でのデータ処理にも適していることから・ 

大崎データを一度に検索するような広範囲の森林資源針画に向いている。歡年前に実施され 

た森林の公益的機能の評価作業がメッシュ情報によって全て行われたように.後で述べるボ

リゴン方式でのデータ解析がほぼオーパーレイのみに限定されるのに対し,メッシュ方式で< 

はデータの単位が规格化されているので,多変量解析のような統計処理も簡単にできる。ま
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図ー5 プリンタ忙よるメッシュ図の出力
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データハンドリング 容 易 面 倒 図ー6 メッシュとポリゴン博報の関係

データ解析法 多 様 制限される

再現された地図 粗 い 細かい
図ー 6のようなボリゴン図形が街き込まれる。

(4)ボリゴン埼報の格納方法

(3) メッシュ•ポリゴン・ハイブリット•方式による地理济報ファイル 一般牝小班区画は,図ー7のように多角形からなっており,この図の場合は小班はム 〜

メ -zシュ及びポリゴン埔報を一つのデークベース管理システム内で取り扱うことによって, ム という線か,あるいはれ〜んの点で表わすことができる°森林は山岳地域にあってー

両者の長所を生かすことを試みた。ここではメッシュ情報は長期の保続計面あるいは全国レ 般にその形状は祓雑であるため,ときには】つの粮が5 〇個程の点で表現されることもある。

ペルでの森林毀源の分布状態を胴べたり,センサスKよるメッシュデータとの対応づけに用 しかし小班区画を形成する線分はせいぜい1〇本もあれば十分なので,地理情報ファイル忙

いることを目的とし,ポリゴン情報は1・2分期を対象とした短期の保続計画における伐採 は,表ー6のように点を基本とするファイル構成をとり,索引ファイルは線を基本とした,

対象林分の抽出,あるいは伐区の設定等に用いることを目的とする。データ構造としては, 表一 7のようなファイルにした。

芨本原図上に描かれている17座標系の500mX500 mを基本メッシュとし,その中に
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林班名 小斑名 メ マシ ュ座標

X Y

2 1 4 よ 一 8 8 5 7 & S

-9 a 0 7 & 0

-8 a 5 7 & 0

-8 a 〇 7 & 0

わ —8 8 5 7 & 5

練番号

3

4

1

2

1

1

4

5

7

8

/ :線希号

n ：点新片

表ー 6 地理摘報ファイルのデー選構成

メッシュ座標 線番号 点 座 標

XY X Y

—8 5. S 7 a 〇 1 8 2 1 11 3

3 2 8 1 4 〇

3 1 3 1 6 1

2 3 1 3 1 6 1

5 4 2 8

メッシュ座標のX, Yは1?座標系の値であり,点座標のX, Yは,各メッシュのな、 

隅を〇とし,17座標系の0.5’ (500m)を1000とした相対座標である。

4,地域施業計両データベース管理システム

地域施業計画のためのデータペース管理システムの概妥を,図ー 8に沿って脱明する。地理 

情報,森林調査簿,収裡予想表データの入力ルーチンは最初のデータベース生成時にのみ必爰 

であり,一旦ファイルに格納されてしまえば,後は部分的な修正やファイルの自動更新にょっ 

て最新のデータが確保されていく。しかしデータベース本体の生成には相当な経費を覚悟せね 

ばならず,今回入力に要した作業最は,基本図1枚当りの入力が複雑さによってQ 5日〜L 0 

H,森林調査簿の入力には4 〇〜5 0小班の入力に1時間を要した。このことから1計画区分 

のデータ入力には約2ヶ月を要するだろう。一旦入力されたデータベースの迫加,削除,修正, 

合併,分割といった作樂はタブレット,キーポート・,あるいはスクリーン上でのライトベンの 

使用によって行われる。第1次データベースは第2次データベース作成ルーチンによって地域 

施業苗画編成に必要な形のデータに集約,あるいは翻択され,通信回線を経由して地域施業計 

両作成システムを運転している1K子計算機に転送される。一方第一次データベースの情報自体 

も酎画区のどの位置にどのような性格をもった小班があるかを把握するのに有効であり,これ 

らは佑報出力ルーチン忙よって検索,出力される。
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・データペース汙理システム使用についての具体例

テータベース管理システムについての理第を助けるため,R体的に幾つかのルーチンの使用 

例をあげる。

(I)圈性淸報

時-9に示すように⑴でシステムは入力作英を行うか確簡作業を行うのかを聞いてくる。

(I〕とキーインするとシステムは(ii)でデータお録用のフ〇ッピーディスクをディスクト・ラ 

イブユニ,卜にセットすることを促すメ "セッジを出し,七ットが終ると続いて注意事項及 

び现在システムが折しいデータを書き込もうとしているレコート・畚号を出力する。このレコ 

-ド帯号はファイルの仮援に位置するレコート・の番号であり,これ以外のレコード番号のと 

ころに人力したいのなら,「レコート•no, 7 へンコウシマスカ〔y/n〕？」の問いに 

(.n〕と答えて,希望のレコード番号を入力すればよい。以上の手続巻が終ると伽のような 

入力項目を示す見出しが両面上に現われるので,カーソルの誘導に従って森林调査簿のデー 

タを逐次入力していく。一方(I)の段阳で〔2〕を選択し,続いて確認作業を行いたいレコー 

卜・番号を指示すると,システムは現在指示されたレコード番号上に記憶されているデータを

W)のように画面上に出力する。ここで〔+)は何のデータも入っていない項目を示す。そ 

こで修正,追即あるいは削除したいデータあるいは〔+ )のところをライトベンで押すと, 

それ迄イエローで表示されていたデータがブルーに変わり,データの変史作業を促す。そこ 

で新しいデータを入力すれば,データの変更,追加ができ,もし］RETURN )キーのみ 

を入力すれば,そのデータは現在のレコート•から削除される。

人力作業と同様な会話手順により森林聘査簿データの集計も可能である。樹種別に集計し 

た結果例を,図ー10に示す。

⑵地理惰報

地埋淸報入力のために今回使用したパーソナル・コンピュータがカナ文字機構をもたない 

ため,全て英文での応答祐なり理解し祭い而もあるが,図-11の下線淑|)〜W)が利用者の 

応答部分で,それ以外はシステムからのメッセージである。(|)ではデータ書き込み用のカセ 

ットテーブをカセットテープユニットにセットすることを促し,印)でデジタイザーの入力準 

備作業方法を指示し,(稲で入力結果をハート・コピー上に出力するか否かを質問している。仰) 

でタイトルを,(v)でファイル番号,(vDでレコードサイズを順次入力した後,デジタイザー上 

で基本図をトレースしていくと,入力経過をモユターするため両面上忙出力されてくる。

地理情報を出力するには小班単位で行う場合とメッシュ単位で出力する2通りがあるが, 

ここではメッシュ単位での出力例を示す。なおメッシュ単位で出力するには,肥憶媒体上か 

ら切り出されてくる地図は全て四角形でなければならない。
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図ー11 基本入力応答例
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かし現実Kは森林調査溥の樂31・荣務だけを取り上げても,ルーチンワーク化しているものは別

として,符定データ項目の検索,堪iit•あるいは森林資源に関する間い舍せ業務の多くは,未

だ手作業K頼っているC

こうしたことから,森林資源博報に関するデータペース管理システムの導入は,速効性を十

分期待できるものといえよう。また地域施楽計画の中で5R狭な役割を果す保校計算の電子計算

機処理方式も固まりつっあることから,両者を一つのシステムとして統舍すれば,林野庁,甘

林局といった組織体の上層部からのテータの耍求,あるいは政策変更による計画の兒直し等に 

も柔軟に対応できるようになるであろう。

図-13c 基本図出力例

まず,図ー】2作示すように,出力したい部分を指示するのに,(Left lower cor­

ner =)の質問【て対しては四角形の西南隅の】7座標系の座標値を,〔Right upper 

corner =)の質問の後には束北隅にあたる座標値を入力する。最後の〔Need grid 

(y/n)=)の質問は,出力された基本原図上に5 0 0 mX 5 0 0 mのメッシュラインを 

書き込むか否かの問い合せである。図ー18 a〜図-13 cに出力面積を順次拡大していく 

例を示す。図ー18 b,図-18cの太線枠で囲まれた部分が,図-13 aに相当している、 

なお図-13—8において,A点が(Left lower corner〕にB点が(Right upper 

corner ［に相当している。

6 まとめ

すでに各営林局では森林調套簿の電子計算機による処理を開始してから1〇年たち,またー 

部の営林局ではそれ以外の分野での電子計算機の利用も活発化してきたことから,電子計算根 

による新しい処理業務形態に対する適応力は著しく向上してきている。今回の試験に際しても 

データベース管理・ンステムの参考資料として幾つかのシステム股計書を営林局に依頼したが, 

それらは電子計算機の処理能力を十分に意識したものであり,こうしたことがら最近急速に発 

達して言たオフィス•オートメーシコン化への下地は十分ですあがっていると判断される。し
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